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『臨床検査』　第 62 巻　総目次
2018 年第 １ 号〜12 号

今月の特集
1 号　�知っておきたい感染症関連診療ガイドラインの

エッセンス／心腎連関を理解する
2 号　�Stroke─脳卒中を診る／実は増えている“梅毒”
3 号　�症例から学ぶ血友病と von Willebrand 病／成人先

天性心疾患
4 号（増刊号）　�疾患・病態を理解する─尿沈渣レファレ

ンスブック
5 号　�肝線維化を catch ／不妊・不育症医療の最前線
6 号　�The Bone─骨疾患の病態と臨床検査／筋疾患に迫る
7 号　�尿検査の新たな潮流／現場を変える！　効果的な

感染症検査報告
8 号　�女性のライフステージと臨床検査
9 号　�DIC 診断基準／知っておきたい遺伝性不整脈
10 号（増刊号）　�感染症関連国際ガイドライン─近年のま

とめ
11 号　�循環癌細胞（CTC）とリキッドバイオプシー／ACS

を見逃さない！
12 号　�海外帰りでも慌てない旅行者感染症／最近の輸

血・細胞移植をめぐって

1 号　�知っておきたい感染症関連診療ガイドライン�
のエッセンス

成人肺炎診療ガイドライン 2017	 三木　誠 � 6（ 1 ）
小児呼吸器感染症診療ガイドライン 2017
　　	 尾内一信 � 16（ 1 ）
小児急性中耳炎診療ガイドライン	 工藤典代 � 22（ 1 ）
日本版敗血症診療ガイドライン	 織田成人 � 28（ 1 ）
細菌性髄膜炎診療ガイドライン─成人領域
　　	 亀井　聡 � 33（ 1 ）
細菌性髄膜炎診療ガイドライン─小児領域
　　	 齋藤昭彦 � 40（ 1 ）
性感染症 診断・治療ガイドライン─尿道炎を
　　中心に	 安田　満 � 44（ 1 ）

1 号　心腎連関を理解する
心腎症候群とは	 筒井裕之 � 52（ 1 ）
心臓と腎臓のクロストーク
　　	 熊倉　慧・伊藤貞嘉 � 58（ 1 ）
酸化ストレスと心腎連関	 藤生克仁 � 66（ 1 ）
糖尿病と心腎連関	 中司敦子・和田　淳 � 72（ 1 ）
貧血と心腎連関	 今井圓裕 � 78（ 1 ）
心腎連関の臨床検査	 難波俊二 � 84（ 1 ）

2 号　Stroke─脳卒中を診る
脳卒中の疫学とその分類
　　	 松尾　龍・鴨打正浩 � 114（ 2 ）
TIA と脳梗塞の診断に必要な検査と治療
　　	 立石洋平 � 122（ 2 ）
脳出血の診断に必要な検査と治療　
　　	 深谷春介・河本俊介 � 130（ 2 ）

くも膜下出血の診断に必要な検査と治療　
　　	 細田弘吉 � 138（ 2 ）
頸動脈超音波検査の最新技術と今後の課題　
　　	 大浦一雅・大庭英樹・寺山靖夫 � 144（ 2 ）
急性期管理における SCU の役割　
　　	 藤田恭平・豊田一則 � 150（ 2 ）
院内発症脳卒中に対する病院の対応
　　─東京慈恵会医科大学附属病院における
　　緊急時対応	 河合昭人・北條文美 � 155（ 2 ）

2 号　実は増えている“梅毒”
梅毒の疫学─歴史と現在の遺伝子解析から　
　　	 早川　直・早川　智 � 162（ 2 ）
梅毒の臨床像，診断と治療	 大里和久 � 168（ 2 ）
梅毒検査法の現状　
　　	 行正信康・十良澤勝雄・福地邦彦 � 176（ 2 ）
梅毒検査の精度管理　
　　	 池田眞由美・堀内裕次・及川信次　
　　　　　　　　　　　 福島篤仁・菱沼　昭 � 183（ 2 ）
生物学的偽陽性と抗リン脂質抗体　
　　	 狩野皓平・奥　健志 � 190（ 2 ）
無症候者における梅毒スクリーニング検査の
　　重要性	 笹原鉄平 � 197（ 2 ）

3 号　症例から学ぶ血友病とvon Willebrand病
症例から学ぶ血友病　
　　	 篠澤圭子・天野景裕・福武勝幸 � 234（ 3 ）
症例から学ぶ後天性血友病　
　　	 日笠　聡・徳川多津子・澤田暁宏 � 241（ 3 ）
症例から学ぶ von Willebrand 病　
　　	 松本智子・志田泰明・野上恵嗣 � 250（ 3 ）
症例から学ぶ後天性 von Willebrand 病
　　─大動脈弁狭窄症に合併する後天性 von 
　　Willebrand 病	 田村俊寛 � 256（ 3 ）
血友病の検査　	 井上まどか � 262（ 3 ）
von Willebrand 病の検査　
　　	 三田直美・鈴木伸明・松下　正 � 269（ 3 ）

3 号　成人先天性心疾患
成人先天性心疾患の概要と疫学	 杜　徳尚 � 278（ 3 ）
知っておきたい先天性心疾患の術式　
　　	 河田政明 � 288（ 3 ）
心エコーによる先天性心疾患の術前評価　
　　	 富松宏文 � 300（ 3 ）
心エコー図技師に必要な心臓 MRI と心臓 CT
　　の知識の整理	 川松直人 � 310（ 3 ）
成人先天性心疾患の血行動態評価─肺高血圧
　　の評価をめぐって	 小垣滋豊 � 320（ 3 ）
成人先天性心疾患と妊娠・出産	 神谷千津子 � 328（ 3 ）

主題は特集ごとにまとめ，そ
れ以外は欄外に表す．
数字は通巻頁数，（　）号数．
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4 号（増刊号）　�疾患・病態を理解する�
─尿沈渣レファレンスブック

序文	 下澤達雄・宿谷賢一 � 357（ 4 ）
〔Ⅰ　基礎知識〕
腎泌尿器系の解剖	 池森敦子 � 362（ 4 ）
〔Ⅱ　尿路の検査〕
X 線	 髙橋　哲 � 367（ 4 ）
血管造影	 髙橋　哲 � 370（ 4 ）
超音波	 岩嶋義雄・出村　豊 � 374（ 4 ）
CT，MRI	 髙橋　哲 � 378（ 4 ）
内視鏡	 西松寛明 � 382（ 4 ）
腎生検	 平和伸仁 � 388（ 4 ）
臨床検査（検体検査）	 菊池春人 � 392（ 4 ）
〔Ⅲ　尿路の処置・手術〕
導尿カテーテル・尿管ステント	 西松寛明 � 396（ 4 ）
経皮的膀胱瘻造設術，経皮的腎瘻造設術　
　　	 松井甫雄・高橋淳子・久米春喜 � 402（ 4 ）
尿路変向術	 手島太郎 � 407（ 4 ）
〔Ⅳ　図式解説〕
尿沈渣成分と各種要因の関連性　
　　	 宿谷賢一・小山彩世子・下澤達雄 � 414（ 4 ）
尿沈渣に出現する悪性細胞の見方と考え方　
　　	 八木靖二・横山　貴 � 432（ 4 ）
〔Ⅴ　腎疾患〕
症候群と尿沈渣成分
急性腎炎症候群　
　　	 藤乘嗣泰・大平健弘・石光俊彦 � 450（ 4 ）
急速進行性腎炎症候群　
　　	 藤乘嗣泰・村山慶樹・石光俊彦 � 452（ 4 ）
慢性腎炎症候群	 長岡由女・菅野義彦 � 455（ 4 ）
無症候性蛋白尿・血尿	 叶澤孝一・長谷川元 � 458（ 4 ）
ネフローゼ症候群	 日髙輝夫・鈴木祐介 � 462（ 4 ）
急性腎障害・急性腎不全	 今田恒夫 � 464（ 4 ）
慢性腎不全	 大島　恵・古市賢吾・和田隆志 � 466（ 4 ）
疾患の解説
溶連菌感染後糸球体腎炎　
　　	 座間味亮・古波蔵健太郎・大屋祐輔 � 470（ 4 ）
半月体形成性糸球体腎炎　
　　	 宮城剛志・古波蔵健太郎・大屋祐輔 � 472（ 4 ）
IgA 腎症	 髙村武之・北村健一郎 � 474（ 4 ）
微小変化型ネフローゼ症候群	 谷山佳弘 � 476（ 4 ）
巣状分節性糸球体硬化症	 谷山佳弘 � 478（ 4 ）
膜性腎症	 鷲田直輝・葛西貴広 � 482（ 4 ）
膜性増殖性糸球体腎炎	 鷲田直輝・葛西貴広 � 484（ 4 ）
糖尿病性腎症	 小島智亜里 � 486（ 4 ）
ループス腎炎	 安田聖一・竜崎崇和 � 488（ 4 ）
薬剤性腎障害	 日比野祐香・竜崎崇和 � 492（ 4 ）
〔Ⅵ　泌尿器疾患〕
疾患と尿沈渣成分　①尿路・性器感染症
腎盂腎炎	 山口健哉・高橋　悟 � 494（ 4 ）
膀胱炎	 山辺拓也・土谷順彦 � 497（ 4 ）
放射線性膀胱炎	 山辺拓也・土谷順彦 � 500（ 4 ）
間質性膀胱炎	 野田輝乙・雑賀隆史 � 502（ 4 ）
尿道炎	 関田信之 � 506（ 4 ）
前立腺炎	 関田信之 � 508（ 4 ）

疾患と尿沈渣成分　②尿路・性器腫瘍
腎癌	 福原秀雄・井上啓史 � 510（ 4 ）
腎盂・尿管癌	 福原秀雄・井上啓史 � 512（ 4 ）
膀胱癌	 福原秀雄・井上啓史 � 515（ 4 ）
前立腺癌	 辻野拓也・小村和正・東　治人 � 518（ 4 ）
尿膜管癌	 辻野拓也・小村和正・東　治人 � 522（ 4 ）
疾患と尿沈渣成分　③その他
尿路結石症	 磯山直仁・松山豪泰 � 524（ 4 ）
前立腺肥大症	 関田信之 � 528（ 4 ）
多発性囊胞腎	 堀江重郎・河野春奈 � 530（ 4 ）
膀胱・腸瘻	 多武保光宏 � 533（ 4 ）
膀胱損傷	 福原秀雄・井上啓史 � 536（ 4 ）
〔Ⅶ　全身性疾患〕
高血圧	 中野志仁・有馬秀二 � 538（ 4 ）
脱水	 阿部倫明 � 541（ 4 ）
発熱	 阿部倫明 � 544（ 4 ）
白血病・悪性リンパ腫	 菊池春人 � 547（ 4 ）
骨髄腫	 菊池春人 � 550（ 4 ）
ファブリー病　
　　	 唐澤一徳・横山　貴・新田孝作 � 554（ 4 ）
貧血	 依光大祐・佐々木環 � 556（ 4 ）
黄疸	 依光大祐・佐々木環 � 560（ 4 ）
〔Ⅷ　術後・処置後〕
尿路変向術後	 久米春喜・宿谷賢一 � 562（ 4 ）
前立腺生検後	 西松寛明 � 566（ 4 ）
眼底検査後	 川本進也・小関紀之 � 568（ 4 ）
化学療法後	 川本進也・小関紀之 � 570（ 4 ）
腎移植後	 川本進也 � 572（ 4 ）

5 号　肝線維化をcatch
肝線維化の臨床　
　　	 横山　寛・政木隆博・松浦知和 � 580（ 5 ）
肝線維化のメカニズム　
　　	 小田桐直志・松原三佐子・河田則文 � 586（ 5 ）
肝線維化のバイオマーカー　
　　	 飯尾悦子・田中靖人 � 593（ 5 ）
肝線維化の画像診断─超音波エラストグラフィ
　　を中心に	 紺野　啓 � 600（ 5 ）
肝線維化の病理像	 中沼安二 � 607（ 5 ）

5 号　不妊・不育症医療の最前線
不妊・不育症の疫学・概念と今後の課題　
　　	 浅田裕美・杉野法広 � 618（ 5 ）
不妊の診断・治療（女性）　
　　	 千石一雄・宮本敏伸・水無瀬萌 � 626（ 5 ）
不妊の診断・治療（男性）	 小宮　顕 � 634（ 5 ）
不育症の診断と治療	 杉浦真弓 � 642（ 5 ）
エンブリオロジストという職業	 木下勝治 � 650（ 5 ）

6 号　The Bone─骨疾患の病態と臨床検査
骨代謝の基礎と骨の機能	 福本誠二 � 684（ 6 ）
骨免疫学	 浅野達雄・高柳　広 � 688（ 6 ）
骨代謝マーカーの使い方・読み方	 竹内靖博 � 696（ 6 ）
骨粗鬆症	 鈴木勇人・今井教雄・遠藤直人 � 705（ 6 ）
内分泌・代謝疾患と骨疾患　
　　	 山内美香・杉本利嗣 � 712（ 6 ）
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CKD（chronic kidney disease）と
　　MBD（mineral bone disorder）
　　	 中川洋佑・深川雅史 � 718（ 6 ）

6 号　筋疾患に迫る
先天性筋疾患─筋ジストロフィーを中心に　
　　	 松村　剛 � 724（ 6 ）
皮膚筋炎・多発性筋炎	 上阪　等 � 732（ 6 ）
リウマチ性多発筋痛症	 土橋浩章 � 740（ 6 ）
重症筋無力症	 村井弘之 � 747（ 6 ）
横紋筋融解症	 花房規男 � 753（ 6 ）

7 号　尿検査の新たな潮流
尿検査─最近のトピックス	 菊池春人 � 788（ 7 ）
急性腎障害のバイオマーカー　
　　	 池森（上條）敦子・木村健二郎 � 792（ 7 ）
糖尿病性腎症のバイオマーカー	 荒木信一 � 798（ 7 ）
ポドサイト（足細胞）関連検査　
　　	 相澤昌史・淺沼克彦 � 803（ 7 ）
尿中エクソソーム蛋白質　
　　	 飯島史朗・中山ハウリー亜紀 � 808（ 7 ）
メタボリックシンドローム保有リスク因子数
　　と尿 pH の関係	 山西八郎 � 814（ 7 ）

7 号　現場を変える！　効果的な感染症検査報告
入院患者における感染症検査の使い方　
　　	 日馬由貴・忽那賢志 � 820（ 7 ）
外来患者における感染症検査の使い方　
　　	 岸田直樹 � 826（ 7 ）
効果的な Gram 染色の結果報告	 山本　剛 � 832（ 7 ）
質量分析装置を利用した効果的な結果報告　
　　	 大塚喜人 � 842（ 7 ）
感染症検査における panic value	 上原由紀 � 846（ 7 ）
感染対策における効果的な結果報告　
　　	 河村一郎 � 851（ 7 ）

8 号　女性のライフステージと臨床検査
女性医学の現状と意義	 倉林　工 � 884（ 8 ）
月経の異常	 高村将司・甲賀かをり � 890（ 8 ）
妊娠合併症	 岡﨑有香・荒田尚子 � 898（ 8 ）
閉経と糖代謝異常	 佐藤麻子 � 905（ 8 ）
閉経と脂質代謝異常	 若槻明彦 � 910（ 8 ）
閉経と微小血管狭心症	 天野惠子 � 918（ 8 ）
閉経と骨粗鬆症	 望月善子 � 926（ 8 ）
生殖器系の疾患─子宮編　
　　	 奥川　馨・加藤聖子 � 936（ 8 ）
生殖器系の疾患─卵巣編	 佐藤豊実 � 942（ 8 ）
乳腺の疾患	 山下啓子 � 948（ 8 ）
甲状腺の疾患	 片井みゆき � 955（ 8 ）
全身性自己免疫疾患	 河野千慧・村島温子 � 962（ 8 ）

9 号　DIC診断基準
DIC 診断基準の変遷（旧基準と新基準の相違点
　　を含む）	 朝倉英策 � 996（ 9 ）
日本血栓止血学会 DIC 診断基準 2017 年版　
　　	 窓岩清治 � 1006（ 9 ）

DIC 診断基準における各分子マーカーの感度・
　　特異度	 川杉和夫 � 1011（ 9 ）
産科領域の DIC の取り扱い	 小林隆夫 � 1018（ 9 ）
小児科領域の DIC の取り扱い─小児の DIC 診
　　断基準	 長江千愛・瀧　正志 � 1026（ 9 ）
DIC 診断に関連するその他の検査と意義　
　　	 森下英理子 � 1032（ 9 ）

9 号　知っておきたい遺伝性不整脈
遺伝性不整脈の疫学	 渡邉英一 � 1042（ 9 ）
先天性 QT 延長症候群（LQTS）の診断と治療の
　　最新知見	 島本恵子・相庭武司 � 1048（ 9 ）
QT 短縮症候群	 堀江　稔 � 1056（ 9 ）
Brugada 症候群	 相澤義泰 � 1064（ 9 ）
カテコラミン感受性多形性心室頻拍（CPVT）　
　　	 渡部　裕・南野　徹 � 1072（ 9 ）
遺伝性不整脈の治療─植込み型除細動器　
　　	 清水昭彦 � 1080（ 9 ）
10 号（増刊号）　�感染症関連国際ガイドライン�

─近年のまとめ
国際ガイドラインの上手な活用に向けて　
　　	 関谷紀貴 � 1105（10）
〔1章　ガイドラインの基礎知識〕
診療ガイドラインの作成方法と質評価　
　　	 南郷栄秀 � 1112（10）
ガイドラインの使い方と注意点　
　　	 寺田教彦・渡邉菜穂美・志水太郎 � 1120（10）
〔2章　臨床感染症に関するガイドライン〕
中枢神経系感染症
髄膜炎（2016 年，ESCMID）
　　Diagnosis and treatment of acute 
　　bacterial meningitis	 羽田野義郎 � 1127（10）
医療関連中枢神経系感染症（2017 年，IDSA）
　　Clinical practice guidelines for healthcare-
　　associated ventriculitis and meningitis
　　	 鈴木　純 � 1135（10）
心血管系感染症
感染性心内膜炎（2015 年，ESC/EACTS/EANM）
　　Guidelines for the management of 
　　infective endocarditis	 織田錬太郎 � 1141（10）
植込み型デバイス感染症（2010 年，AHA）
　　Update on cardiovascular implantable 
　　electronic device infections and their 
　　management	 田子さやか・相野田祐介 � 1150（10）
気道感染症
鼻炎・副鼻腔炎（2012 年，IDSA）
　　Clinical practice guideline for acute 
　　bacterial rhinosinusitis in children and 
　　adults	 篠原　浩 � 1158（10）
下気道感染症（2012 年，ERS/ESCMID）
　　Guidelines for the management of acute 
　　sore throat	 太田雅之 � 1166（10）
急性下気道感染症（2011 年，ERS/ESCMID）
　　Guidelines for the management of adult 
　　lower respiratory tract infections
　　	 彦根麻由 � 1172（10）
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院内肺炎・人工呼吸器関連肺炎
（2016 年，IDSA/ATS）
　　Management of adults with hospital-
　　acquired and ventilator-associated 
　　pneumonia	 森岡　悠 � 1178（10）
結核（2016 年，IDSA/ATS/CDC）
　　Treatment of drug-susceptible 
　　tuberculosis	 草場勇作・森野英里子 � 1184（10）
消化器感染症
B 型肝炎（2017 年，EASL）
　　Clinical practice guidelines on the 
　　management of hepatitis b virus 
　　infection	 山本修平・伊東直哉 � 1190（10）
C 型肝炎（2018 年，EASL）
　　Recommendations on treatment of 
　　hepatitis C	 松尾裕央 � 1196（10）
感染性下痢症（2017 年，IDSA）
　　Clinical practice guidelines for the 
　　diagnosis and management of infectious 
　　diarrhea	 倉井華子 � 1204（10）
クロストリジウム・ディフィシル

（2017 年，IDSA/SHEA）
　　Clinical practice guideline for 
　　Clostridium difficile infection in adults 
　　and children	 小林謙一郎 � 1210（10）
尿路感染症
急性非複雑性尿路感染症（2010 年，IDSA）
　　International clinical practice guidelines 
　　for the treatment of acute 
　　uncomplicated cystitis and 
　　pyelonephritis in women	 森岡慎一郎 � 1216（10）
皮膚軟部組織・骨感染症
皮膚軟部組織感染症（2014 年，IDSA）
　　Practice guidelines for the diagnosis 
　　and management of skin and soft tissue 
　　infections	 小坂篤志・阪本直也 � 1221（10）
糖尿病足病変感染症（2012 年，IDSA）
　　Clinical practice guideline for the 
　　diagnosis and treatment of diabetic foot 
　　infections	 太田啓介・渋江　寧 � 1228（10）
椎体炎（2015 年，IDSA）
　　Clinical practice guidelines for the 
　　diagnosis and treatment of native 
　　vertebral osteomyelitis in adults
　　	 藤田崇宏 � 1236（10）
人工関節感染症（2013 年，IDSA）
　　Diagnosis and management of 
　　prosthetic joint infection	 久保健児 � 1243（10）
免疫不全者
好中球減少時の発熱（2011 年，ECIL-4）
　　Guidelines for empirical antibacterial 
　　therapy for febrile neutropenic patients 
　　in the era of growing resistance
　　	 松尾貴公 � 1248（10）

白血病・骨髄移植患者の多剤耐性菌感染症
（2011 年，ECIL-4）
　　Targeted therapy against multi-resistant 
　　bacteria in leukemic and hematopoietic 
　　stem cell transplant recipients
　　	 木村宗芳 � 1255（10）
外来悪性腫瘍患者の発熱と好中球減少

（2018 年，ASCO/IDSA）
　　Outpatient management of fever and 
　　neutropenia in adults treated for 
　　malignancy	 馬渡桃子 � 1261（10）
プライマリ・ケアにおける HIV 感染症

（2013 年，IDSA）
　　Primary care guidelines for the 
　　management of persons infected with 
　　HIV	 菊地　正 � 1268（10）
真菌症
カンジダ症（2016 年，IDSA）
　　Clinical practice guideline for the 
　　management of candidiasis
　　	 羽山ブライアン � 1274（10）
アスペルギルス症（2016 年，IDSA）
　　Practice guidelines for the diagnosis 
　　and management of aspergillosis
　　	 阿部雅広 � 1282（10）
コクシジオイデス症（2016 年，IDSA）
　　Clinical practice guidelines for the 
　　treatment of coccidioidomycosis
　　	 菅野芳明・岡本　耕 � 1288（10）
クリプトコッカス症（2010 年，IDSA）
　Clinical practice guidelines for the 
　　management of cryptococcal disease
　　	 伴　浩和 � 1294（10）
希少・新興真菌症（2013 年，ESCMID/ECMM）
　　Joint guidelines on diagnosis and 
　　management of rare and emerging 
　　fungal diseases	 福島一彰 � 1301（10）
その他
MRSA 感染症（2011 年，IDSA）
　　Clinical practice guidelines for the 
　　treatment of methicillin-resistant 
　　Staphylococcus aureus infections in 
　　adults and children	 上田晃弘 � 1313（10）
バイオフィルム感染症（2014 年，ESCMID）
　　Guideline for the diagnosis and treatment 
　　of biofilm infections	 鷲野巧弥 � 1319（10）
性感染症（2015 年，CDC）
　　Sexually transmitted diseases treatment 
　　guidelines	 谷崎隆太郎 � 1325（10）
〔3章　臨床微生物に関するガイドライン〕
微生物検査（2013 年，IDSA/ASM）
　　A guide to utilization of the 
　　microbiology laboratory for diagnosis  
　　of infectious diseases	 三澤成毅 � 1330（10）
結核の診断（2016 年，IDSA/CDC/ATS）
　　Diagnosis of tuberculosis in adults and 
　　children	 森島雅世・根井貴仁 � 1344（10）
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クロストリジウム・ディフィシルの診断
（2016 年，ESCMID）
　　Update of the diagnostic guidance 
　　document for Clostridium difficile 
　　infection	 鈴木智一・関谷紀貴 � 1350（10）
バイオセーフティー（2012 年，ASM）
　　Guidelines for biosafety training 
　　programs for workers assigned to 
　　BSL-3 research laboratories	 佐藤智明 � 1357（10）
〔4章　感染予防・制御に関するガイドライン〕
接触予防策（2018 年，SHEA）
　　Duration of contact precautions for 
　　acute-care settings	 田頭保彰 � 1364（10）
アウトブレイク対応とインシデントマネジメ
ント（2017 年，SHEA/CDC）
　　Outbreak response and incident 
　　management	 藤谷好弘 � 1370（10）
抗菌薬適正使用（2016 年，IDSA/SHEA）
　　Implementing an antibiotic stewardship 
　　program	 片浪雄一 � 1377（10）
多剤耐性菌（2014 年，ESCMID）
　　Guidelines for the management of the 
　　infection control measures to reduce 
　　transmission of multidrug-resistant 
　　Gram-negative bacteria in hospitalized 
　　patients	 佐々木秀悟 � 1382（10）
免疫不全者のワクチン（2013 年，IDSA）
　　Clinical practice guideline for 
　　vaccination of the immunocompromised 
　　host	 冲中敬二 � 1389（10）
手術部位感染の予防（2017 年，CDC）
　　Guideline for the prevention of surgical 
　　site infection	 丹羽一貴 � 1397（10）
手術部位感染の予防抗菌薬

（2013 年，SHEA/IDSA/ASHP/SIS）
　　Clinical practice guidelines for 
　　antimicrobial prophylaxis in surgery
　　	 加藤英明 � 1403（10）
カテーテル関連血流感染症（2011 年，CDC）
　　Guidelines for the prevention of 
　　intravascular catheter-related infections
　　	 佐藤高央・佐藤昭裕 � 1409（10）

11 号　循環癌細胞（CTC）とリキッドバイオプシー
Circulating tumor cell（CTC）の検査　
　　	 洪　泰浩 � 1420（11）
細胞外小胞・エクソソームによるリキッドバイ
　　オプシー
　　	 門田　宰・吉岡祐亮・落谷孝広 � 1427（11）
リキッドバイオプシーによる癌遺伝子変異検出　
　　	 加藤菊也 � 1434（11）
泌尿器科領域におけるリキッドバイオプシー
　　の現状と展望	 桶川隆嗣 � 1442（11）
固形癌を対象としたリキッドバイオプシーの
　　臨床応用	 西尾和人・坂井和子 � 1451（11）
上皮マーカー陰性 CTC の捕捉　
　　	 横堀武彦・塚越真梨子・調　　憲 � 1460（11）

11 号　ACSを見逃さない！
ACS の分類と疫学	 中山　崇・小林欣夫 � 1470（11）
ACS の診断	 鈴木康之 � 1476（11）
ACS との鑑別─急性大動脈解離	 吉野秀朗 � 1484（11）
ACS との鑑別─急性肺塞栓症	 石田敬一 � 1492（11）
ACS との鑑別─たこつぼ型心筋症	 赤坂和美 � 1500（11）
ACS の治療	 今仲崇裕・石原正治 � 1506（11）

12 号　海外帰りでも慌てない旅行者感染症
デングウイルス感染症	 水野真介 � 1548（12）
マラリア	 福島一彰 � 1555（12）
腸チフス・パラチフス	 的野多加志 � 1562（12）
レプトスピラ症	 八板謙一郎 � 1570（12）
旅行者下痢症	 山本修平・倉井華子 � 1576（12）
呼吸器感染症	 山元　佳 � 1582（12）

12 号　最近の輸血・細胞移植をめぐって
輸血関連感染症の克服に向けて	 松林圭二 � 1592（12）
輸血副作用とその対処	 藤井康彦 � 1600（12）
在宅輸血療法	 北澤淳一 � 1608（12）
最近の血液センターの取り組み	 紀野修一 � 1613（12）
細胞治療の最近のトピックス　
　　	 髙橋敦子・長村登紀子 � 1621（12）
輸血関連の認定資格	 大谷慎一 � 1628（12）
輸血関連の認定資格取得の意義	 坂本　大 � 1632（12）

研究
病理組織標本における波長依存性退色　
　　	 富安　聡・三宅康之・高木翔士　
　　　　　　　　　　　 大田喜孝・佐藤信也 � 214（ 2 ）
高密度脳波による電流源推定における開頭の
　　影響	 田端さつき・本田涼子　
　　　　　　　　　　 勝間田祐衣・松村規子
　　　　　　　　　　 竹内　豊・後藤信之　
　　　　　　　　　　　 上條敏夫・金子　裕 � 867（ 7 ）
骨粗鬆症と亜鉛の関連性　
　　	 赤塚貴紀・小谷野直人・平井明生　
　　　　　　　　　　　 小杉雅英・佐々木伸 � 1529（11）

短報
TRACP-5b 高値が多発骨転移をきたした原発
　　性前立腺癌診断のきっかけとなった 1 例
　　	 野口隆史・友寄英二 � 984（ 8 ）
在宅臨床検査と深部静脈血栓症　
　　	 山中　崇・小谷和彦 � 1535（11）
在宅医療における心電図検査：普及に向けての
　　課題と提案	 山崎家春・小谷和彦 � 1635（12）

学会印象記
第 5 回アジア医学検査学会─初めての国際学会
　　を経験して	 弘津真由子 � 336（ 3 ）

私のくふう
フリーウエアを用いた FCS 出力ファイルの
　　読み込みと描画	 北村光夫 � 774（ 6 ）
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検査説明Q＆A
（33）輸血直前の確認，通常の輸血速度，輸血

を行う患者の観察は，どうしたらいいで
　　すか？	 寺井美峰子 � 90（ 1 ）

（34）抗微生物薬を投与するにあたって，治療
薬物モニタリング（TDM）が必要なのはど

　　のような薬剤ですか？	 池谷　修 � 342（ 3 ）
（35）不妊治療における女性ホルモンデータは
　　どう解釈すべきですか？	 鈴木達也 � 672（ 5 ）

（36）血液細胞抗原検査で，同系統の細胞に対
する抗体の陽性率に乖離がみられます．
どのような原因が考えられますか？

　　	 池本敏行 � 767（ 6 ）
（37）ESBL や CRE が問題となっていますが，

薬剤感受性検査でどのようなときにこれ
らの耐性菌を疑ったらよいのでしょうか？

　　	 河口　豊 � 862（ 7 ）
（38）ウエスタンブロット法による HIV 抗体検

査の感度を，検査として，また臨床的に
もどう考えればいいですか？

　　	 外島正樹 � 980（ 8 ）
（39）血中 β-D-グルカンが陽性ですが発熱もな

く，侵襲性真菌症が考えにくい場合とし
てどんなものがありますか？

　　	 大林民典 � 1638（12）

検査レポート作成指南
（23）血管超音波検査編	 佐藤　洋 � 201（ 2 ）

寄生虫屋が語るよもやま話
（23）セロファンテープの効能を考える─蟯虫　
　　	 太田伸生 � 102（ 1 ）

（24）忘れ得ぬ人たち─最終回に際して
　　─日本住血吸虫症	 太田伸生 � 222（ 2 ）

Salon deやなさん。
（ 8 ）人生は航海だ！	 柳田絵美衣 � 96（ 1 ）
（ 9 ）サクラサイタが青春は来ず	 柳田絵美衣 � 220（ 2 ）
（10）「走って笑ってしゃべって泣いた」　
　　	 柳田絵美衣 � 339（ 3 ）

（11）ドキドキラジオ収録！	 柳田絵美衣 � 665（ 5 ）
（12）「大丈夫！ 必ずきっと報われる！（涙）」　
　　	 柳田絵美衣 � 772（ 6 ）

（13）「黒船メンバー集結！」	 柳田絵美衣 � 841（ 7 ）
（14）「怒涛の連続出張！」	 柳田絵美衣 � 986（ 8 ）

（15）「講演とお酒と金屏風」	 柳田絵美衣 � 1087（ 9 ）
（16）「汗と涙の集大成！（涙）」	 柳田絵美衣 � 1433（11）
（17）「再会と感謝の 2 日間」	 柳田絵美衣 � 1569（12）

Crosstalk 地域医療×臨床検査
（ 1 ）地域医療と臨床検査の交点	 小谷和彦 � 94（ 1 ）
（ 2 ）地域の歴史は診断の糸口	 寺裏寛之 � 95（ 1 ）
（ 3 ）「見る」ことで得られる根拠	 寺裏寛之 � 221（ 2 ）
（ 4 ）迅速検査が示す道標	 寺裏寛之 � 340（ 3 ）
（ 5 ）木もみて，森もみる	 寺裏寛之 � 633（ 5 ）
（ 6 ）Treatable dementia	 寺裏寛之 � 711（ 6 ）
（ 7 ）単調な世界に現れるシグナル	 寺裏寛之 � 831（ 7 ）
（ 8 ）先輩からの申し送り	 寺裏寛之 � 925（ 8 ）
（ 9 ）人生を語る検査	 寺裏寛之 � 1031（ 9 ）
（10）臨床検査とともに支える地域医療　
　　	 寺裏寛之 � 1459（11）

（11）地域医療と臨床検査の交点─その展開　
　　	 小谷和彦 � 1599（12）

Essential RCPC
（ 1 ）健診で蛋白尿を指摘された 59 歳，男性　
　　	 山田俊幸 � 98（ 1 ）

（ 2 ）著しい低 K 血症を呈した 54 歳，女性　
　　	 佐藤尚武 � 348（ 3 ）

（ 3 ）溶血所見と血小板減少を示した 22 歳，男
　　性	 三宅一徳 � 666（ 5 ）

（ 4 ）高度の蛋白尿と低アルブミン血症で入院
　　となった 20 歳代，女性	 菊池春人 � 970（ 8 ）

（ 5 ）食思不振・嘔気を主訴に救急外来を夜間
　　受診した 20 歳代，男性	 下　正宗 � 1088（ 9 ）

（ 6 ）急性腎障害と慢性腎臓病を検査データか
　　ら鑑別できるか	 岩津好隆 � 1514（11）

生理検査道場
（ 1 ）血圧脈波検査①　判読手順と異常値メカ
　　ニズム	 阿藤　大 � 658（ 5 ）

（ 2 ）血圧脈波検査②　判読の極意	 阿藤　大 � 760（ 6 ）
（ 3 ）24 時間自由行動下血圧測定①　判読手順
　　と異常値メカニズム	 成田圭佑・江口和男 � 856（ 7 ）

（ 4 ）24 時間自由行動下血圧測定②　判読の極
　　意	 成田圭佑・江口和男 � 975（ 8 ）

（ 5 ）聴力検査①　判読手順と異常値メカニズム
　　	 杉尾雄一郎 � 1092（ 9 ）

（ 6 ）聴力検査②　判読の極意	 杉尾雄一郎 � 1522（11）
（ 7 ）呼吸機能検査①（VC，FVC）　判読手順と
　　異常値メカニズム	 大久保輝男 � 1641（12）
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